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予防接種と食物アレルギー

　卵アレルギー患者では、鶏卵を含まないワクチンでも、局所の腫れをよく経験します。インフルエンザ・ワクチンは微量の鶏卵成分を含みます。卵アレルギーでも多くは大丈夫ですが、重症患者には注意が必要です。一般に100倍希釈の皮内テストで接種の可否を決めますが、岐阜大・小児科から原液のプリックテストで十分であり安全性も高いと報告がありました(篠田紳司、日本小児アレルギー学会、Ｗ23、2003)。以来、当院では、インフルエンザ・ワクチン接種の目安をスクラッチテストにしていますが、トラブルはありません。

　最近、麻疹ワクチンは、精製度が高くニワトリ胚細胞成分が微量となったためか、副反応が少なくなりました。鶏卵ばかりに目を奪われていましたが、昨年、MRワクチンでアナフィラキシーを起こした重症牛乳アレルギーの２症例(12才と6才)が報告されました(伊藤良子、日本小児アレルギー学会、演題110、2008)。表示には乳由来の成分(乳糖とラクトビオン酸)が記載されています。また、自験例ですが、MRワクチンとインフルエンザ・ワクチンの両方で、B社製では大丈夫なのに、C社製ではアナフィラキシーを起こした症例があります。記載されている成分は同じでした。これらのことから、本接種とは必ずしも相関しませんが、アレルギーの重症例には同じロットのワクチンで皮膚テストをするようお薦めします。
